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特定非営利活動法人 

東京都中途失聴・難聴者協会 

理事長 新谷友良 

東京都障害者差別解消支援地域協議会 

条例検討会（170630） 

中途失聴・難聴者と 

障害者差別の解消 

ゲストスピーカー 

提供資料 ① 
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中途失聴・難聴者の住みやすい社会 

筆談文化 

すべての音声情報の文字化 
 

聞こえの回復 

コミュニケーション学習 
 

コミュニケーション 

支援 

（手話通訳・ 
要約筆記など） 

 

聞こえない・聞こえにくい 
人の住みやすい社会 

すべての人の 
住みやすい社会 
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障害の範囲 

障害者権利条約/ 
障害者基本法/ 
障害者差別解消法 

障害者雇用促進法 

障害者総合支援法
身体障害者福祉法 

数値評価された障害者 
障害者手帳不要 

数値評価された障害者 
障害者手帳保持 

社会モデル 
障害者手帳不要 

障害者総合支援法はサービス給付法という性質を有する
ため、制度の対象となる者の範囲を客観的に明確にして
おく必要がある(社会保障審議会障害者部会資料） 
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聞こえに困っている人の数 

聞こえに障害をもっている人 

聞こえの困難を自覚 
している人 

障害者手帳 
保持者 

1600万人 

６００万人 

45万人 
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障害者支援の変化 

社会サービス 
（教育、労働、医療、交通、建物、住宅、 
スポーツ、文化、レクリエーションなど） 

 

福祉サービス 
（社会保障） 

 

障
害
者
へ
の
支
援 

環境整備 
合理的配慮 

社会サービスと福祉サービス 

法律上の 

行政義務 
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コミュニケーション支援の変化 

個人に対する支援と場に対する支援 

福祉サービス 

（障害者 

総合支援法） 
 

個人に対する支援 

合理的配慮 

（障害者差別 

解消法・個別法） 
 

場に対する支援 

環境整備 

（障害者差別 

解消法・個別法） 
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●差別の解消 
●不平等待遇の是正 

不平等・差別をなくすには？ 
●事前改善措置 
●環境整備 
（障害者差別解消法5条） 

●合理的配慮の提供
（障害者差別解消法7,8条） 

●差別的取り扱いの禁止  
（障害者差別解消法7,8条） 

●障害・差別への意識の向上 
（障害者権利条約8条、障害者差別解
消法15条） 

●福祉サービスの整備
（障害者総合支援法） 
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インクルーシブな社会 
 

福祉 

サービス 

合理的配慮 

環境整備 

気配り・配慮・サポート 
非定形的 

定形的 安定性 

不定性 
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